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大正、昭和、平成―。3つの時代を駆け抜けた 4人が

100回目の誕生日を迎えました。
目まぐるしく変わりゆく時代を、
懸命に歩んできた１世紀の軌跡。

たくましくて、優しい 4人を紹介します。

重ねた歳月、刻んだ年輪

百年目の寿

小山チヨ子さん

上村ミチさん

Oyama Chiyoko

Uemura Michi

Takahashi Masami

Sugawara Misato

　1933年に清
せい

吾
ご

さんと結婚
したチヨ子さん。子供4人、
孫9人、ひ孫14人がいます。
若いころから夫婦で農業を

営み、現在も小菊の出荷を

手伝うなど元気いっぱい。
日課は玄関の掃除と新聞を

読むこと。趣味は裁縫で、市
から表彰されたことがある

ほどの腕前です。
　誕生日当日は、22人の親
族に囲まれながら「祝っても

らってうれしいです」と顔を

ほころばせていました。

　大船渡市で漁業と農業に

いそしんだミチさん。働く

ことが好きだったそうです。
東日本大震災で被災し、当
市へ。長寿の秘けつは、な

んでも好き嫌いせず食べる

こと。大好物はブリの刺し

身とミカンです。
　趣味は、テレビで歌謡曲を

聴くこと。次男の民
たみ

雄
お

さんは

「礼儀正しくやさしい母。100

歳を迎えられたのは皆さんの

おかげ」と感謝し、集まった

家族で誕生日を祝いました。

　眞美さんは、1943年にチ

トセさんと結婚。子2人、孫
5人、ひ孫9人がいます。働
き者の眞美さんは、長年農
業に従事。現在も夏場には

草むしりをしたり、大豆をこ

なしたりします。日課は新聞

を読むこと。暖かい日には、
1日に3回も散歩をします。
　長男の一

か ず ゆ き

行さんは「父は

農業の師。私も父の背中を追
いたい」とにっこり。眞美さん

は「食べることが楽しみ。あり

がたい」と話してくれました。

　1935年に進
すすむ

さんと結婚し

たミサトさん。稲作を中心
に、農業と育児に専念し、4

人の子供を育てました。孫
は8人、ひ孫は10人います。
食欲旺盛で、好物は肉。白
米を好んで食べ、好き嫌い

もありません。洗濯をはじ

め、身の回りのことは自分で

行っています。
　長男の孝

たか

由
よし

さんは「弱い

ところを見せない気丈な母
親だ」と笑い、集まった家族
で100歳を祝いました。

室根町折壁

大正5 年 2 月9日生まれ

滝沢

大正 5 年 2月12日生まれ

中里

大正5年1月21日生まれ

厳美町

大正5 年 2 月6日生まれ

髙𣘺眞美さん

　萩荘中卓球部は、1月に奥州市で開
かれた第17回全国中学校選抜卓球大
会県予選会で初優勝。3月に北九州市
で開かれる全国大会への出場権を獲
得しました。
　県予選会では、準決勝の対矢巾北
戦で3対2のスコアで辛勝。決勝では、

湯口を3対1で下し、優勝しました。
　伊藤智

と も の り

範主将（2年）は「自分たちの

プレーをしっかりし、他のチームの良
いところも勉強してきたい」と活躍を

誓い、同部の大山秀平コーチは「チー

ムワークの勝利。大舞台で経験を積ん

でほしい」と期待しています。

萩荘中卓球部が県大会初制覇。全国での飛躍を誓う
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スマッシュを打つ伊藤智範主将。
大舞台を前に練習に熱が入る。
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西田彩音さ
ん File_37
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地球緑化センター第22期緑のふるさと協力隊員

Nishida Ayane　24　大東町大原

新年会に顔を出し、地区の人たちと交流を

深めました。「西田さん」という呼び名は、い
つしか「あやねちゃん」へと変わりました。
　下内野で四季を感じながら過ごした１年
間。任期もあとわずかです。
　「下内野の人たちは、自分たちの手で地
区を発展させようと頑張っています。自
分も東京の地元でまちづくりのために頑
張りたい」と話します。協力隊の活動を通
して、自分の進む道がはっきりと見えて

きました。
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　「想像していた以上に山に囲まれたとこ

ろでびっくりしました」
　都会育ちの西田彩音さんは、初めて下内
野地区を訪れたときの印象を懐かしそうに

話します。昨年４月に地球緑化センター第
22期緑のふるさと協力隊員として同地区に

赴任。大学生のときにまちづくりに興味を

持ち、入隊を決意しました。両親や周囲が

驚く中、桜が咲いていた東京から、まだ咲い

ていない岩手へ。大東町の古民家での一人
暮らしが始まりました。
　赴任当初、地元の方言をほとんど聞き取
れず戸惑う西田さんを、自治会役員の人た

ちは温かく迎えてくれました。
　自身で管理する田んぼも割り当てられ、
農作業を中心とした活動がスタート。育苗、
田植え、草取り、草刈り、稲刈り、脱穀―など

一年を通して営農組合の米作りを手伝い

ました。「作業が集中するときの忙しさは半
端ではありませんでした」と初めての農作
業を振り返ります。苦労した分、新米の味は

格別。収穫の喜びを味わいました。自宅の

庭では、ハクサイやジャガイモなどを栽培。
育てた野菜をカモシカに食べられてしまう

という苦い体験もしました。
　大学生の頃から南米の弦楽器「チャラン

ゴ」を弾くなど、もともと演奏好きの西田さ

んは、伝統芸能にも挑戦。太鼓演奏サーク

ルの「大東め組太鼓」に入会しました。練習
を積み重ねて「一関市・大東大原水かけま

つり」などのイベントに出演。見事なバチさ

ばきを披露しました。
　自治会活動にも積極的に参加。同地区の

恒例行事「石磨き大会」、収穫祭、運動会や

1991年東京都八王子市
生まれ。都内の高校を卒
業後、2010年多摩市恵泉
女学園大学人文学部に

入学。14年3月に同大学
を卒業し、１年間、立川市
の野菜直売所でアルバ

イト。昨年４月に緑のふ

るさと協力隊員として大
東町大原の下内野地区
へ。農作業や地域づくり

など、幅広く活動した。

菅原ミサトさん


